
NAX-H  取説　第４面
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NAX-H  取説 　　第１面

●型式番号

1

［Ｈシステム用］

TAP　シリーズ

NAX-H4

NAX-H4

エラー表示

NAX-H4
ツインタップ

97/03/04　作成  斎藤
01/10/17　編集  MIKOU

04/11/4　ﾌ゙ﾗﾝﾄ゙名変更  OHBA
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●オプションベースによる取付寸法

Ｍ３～Ｍ４ネジ

2.5

●本体のみによる取付寸法

Ｍ３ナベネジ

オプションベース

TWIN TAP

NAX-H4

POW    SEND

20 50

22

本体外形 オプションベース外形

・ケーブルの設置
　ケーブルは強く引っ張らないでください。
　常時可動部には使用しないでください。
・オプションベースのかん合
　方向性はありません。
　かん合は堅めです。
・ディップスイッチカバー
　脱着回数は10回程度としてください。

■設置方法

0

1

0

1

ケーブルを強く引かないこと

単位 :  mm

( 添付 )

材質：耐熱ＰＢＴ

セット後、矢印部分を軽く押し込んでください。

POW    SEND

ケースしめつけトルク
0.5～1N･m

ケースしめつけトルク
0.5～0.8N･m

: ２点ＤＣ入力、２点Ｔｒ出力

●伝送遅れ

●一般仕様

●性能仕様

　項目　　　　　　　　  仕様 
電源電圧　　　　DC 24Ｖ ＋15％ －10％  
使用周囲温度　　0～＋50℃ 
保存温度　　　　－20～＋70℃
使用周囲湿度　　35～85％RH　結露なきこと 
雰囲気　　　　　腐食性ガスがないこと  
耐振動　　　　   JIS  C  0040  に準拠 
耐衝撃　　　　　100m/s2 
絶縁抵抗　　　　外部端子と外箱間  20ＭΩ以上 
耐電圧　　　　　外部端子と外箱間  ＡＣ1000Ｖ 1分間   
耐ノイズ　　　　1200Ｖp-p （パルス幅1μs）

　　項目           　　　　　　仕様       
　伝送方式　　　　双方向時分割多重伝送方式   
　同期方式　　　　ビット同期方式    
　伝送手順　　　　ユニライン・プロトコル    
　伝送速度　　　　29.4kbps（基本）   
　伝送距離　　　　最大200ｍ（基本）
　点数　　　   　 2点(入力)、2点(出力)
  消費電力　　　　最大1.3Ｗ
　質量　　　　　　200g

○ユニラインは各社のPLCに簡単に接続できる省配線デー
タ伝送システムで、分岐配線時の断線検知機能に対応
しています。
○タップシリーズは４点単位で入力機器、出力機器と信
号のやりとりを行うコンパクトなユニライン機器です。
○ツインタップは入出力用です。
○出力側は伝送異常時に対する出力保持／リセットの選
択が可能です。
○電圧低下検知機能、各出力に短絡保護機能が備わって
います。
○１点単位で設定できるアドレス設定スイッチが内蔵さ
れています。

0
1

0
1

SEND

POW

NAX-H4

ディップ
スイッチカバー

出力ケーブル（黒）

アドレススイッチ

POW　電源表示 （緑）

伝送/電源ケーブル（灰）

SEND　伝送表示 （黄）

0,1,0,1 入出力モニタ （赤）

入力ケーブル（黒）

●エラー表示

表示出力 　   表示状態
点灯
点滅
点滅
消灯
点滅
点灯
消灯

 異常の内容
正常
短絡検知
電圧低下検知
電源断
正常

POW
（電源表示）

SEND
（伝送表示） 伝送異常

・本機には短絡検知と電源電圧低下検知の異常状態監視
機能があります。
・POWとSENDの表示が右の表のように異常状態の表示
（エラー表示）を行います。
・エラー表示をした場合、正常に復帰させるにはいった
ん電源を切り、エラーの原因を取り除いてから、再投
入してください。
・出力端子を電源と短絡したまま出力させると、短絡検
知が働きます。

シース径 構  成 信 号（線色）

伝送ライン
接続用

長 さ

約50cm
φ6
（灰）

出力機器
接続用 約50cm

φ6
（黒）

■ケーブル仕様

2芯／0.3mm2

4芯／0.5mm2 24V(緑),0V(白),D(赤),G(黒)

OUTn(黒),24V(茶)

入力機器
接続用 約50cm

φ6
（黒） 3芯／0.3mm2 INn(黒),24V(茶),0V(青)
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　点数　　　リフレッシュタイム　　　　遅れ時間         

　 32　　　　　　　1.6ms　　　　　　 1.8～4.5ms  

　 64　　　　　　　2.7ms　　　　　　 2.9～6.7ms 

　 96　　　　　　　3.8ms　　　　　     4.0～8.9ms        

　128　 　　　     　4.9ms　　　　         5.1～11.0ms

注）上記数値は伝送速度29.4kbps、SD-H2(A)に接続したとき

この表示は、取り扱いを誤った場合、死亡または重傷を
負う可能性が想定される内容です。

この表示は、取り扱いを誤った場合、傷害を負う可能
性、および物的損害のみの発生が想定される内容です。

○システム電源
　ＤＣ２４Ｖ安定化電源を使ってください。
　非安定電源はシステムの誤動作の原因となります。
○高圧線、動力線との分離
　本システムは高いノイズマージンを有していますが、伝送
ライン、入出力ケーブルは、高圧線や動力線から離してく
ださい。

○コネクタ接続、端子接続
・コネクタ内側には金属くずなどを入れないでください。
・コネクタがはずれないようケーブル長さなどに配慮してく
ださい。

・誤配線は機器に損傷を与えます。
○本システムは、下記資料に定められた仕様や条件の範囲
内でご使用ください。

○システム安全性の考慮
　本システムは、一般産業用であり安全用機器や事故防止
システムなど、より高い安全性が要求される用途に対し
て適切な機能を持つものではありません。

○設置や交換作業の前には、必ずシステムの電源を切って
ください。

本システム機器をお買いあげいただきありがとうございます。この取扱説明書をよくお読みのうえご使用ください。
また、システム全体の取扱いについてはテクニカルマニュアルをご参照ください。
安全にお使いいただくため、次のような記号と表示で注意事項を示していますので必ず守ってください。

© 2004 NKE Corporation NO. UM107-H
● お断りなくこの資料の記載内容を変更することがありますのでご了承ください。
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OUT1

入力ケーブル

出力ケーブル

スイッチ、センサなど

Ｌ

リレー、ソレノイドなど

24V

OUT0
茶

黒

IN0

0V
黒

青

＋

OUT
３線式
センサ

24V

IN1

0V

茶

黒

青

使用しない線は、他と短絡しな
いように処理してください。

IN1

入力ケーブル

出力ケーブル Ｌ

リレー、ソレノイドなど

24V

OUT1
茶

黒

Ｌ
24V

OUT0
茶

黒

＋

OUT
３線式
センサ

24V

IN0

0V

茶

黒

青

OUT1

入力ケーブル

出力ケーブル

スイッチ、センサなど

Ｌ

リレー、ソレノイドなど

24V

OUT0
茶

黒

IN0

0V
黒

青

＋

OUT
３線式
センサ

24V

IN1

0V

茶

黒

青

使用しない線は、他と短絡しな
いように処理してください。
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NAX-H4　第３面
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●アドレス設定スイッチ

伝送ラインの内容　　
D,G :信号ライン

24V,0V:電源ライン　

伝送ケーブル
には高圧線や
動力線を近付
けないでくだ
さい。　　

接続例

機器内部を通過
できる電流は、
最大6Aです。

ローカルＤＣ電源
　　(DC24V)

24V

0V

伝送ケーブルの総延長は最大２００ｍです。

センドユニット１台に対し、本製品は、３２台まで接続で
きます。（0.6台相当）

遠隔部分での電源電圧降下には
図のようなローカル電源方式を
考慮してください。

この場合ユニット間の接続は
D-Gの信号２線のみとなります。

TWIN  TAP

POW    SEND

伝送ケーブル

ツインタップ（入出力）

つぎのターミナルユニット

G

D
赤

黒

電源電圧はＤＣ24Ｖ
～27.6Ｖ間で設定
してください

安定化電源を使用
してください。

センド
ユニット
１

２系統の多芯ケーブル
１本化禁止

独立した
伝送ケーブル

伝送ケーブルは本システム
 １系統１本としてください。
 ２系統以上まとめないでください。

PLCコネクタ

PLCコネクタ

センド
ユニット
２

センド
ユニット
１

PLCコネクタ

PLCコネクタ

センド
ユニット
２

0V24V GD
緑 白 赤 黒

TWIN  TAP

POW    SEND

ツインタップ（入出力）

TWIN  TAP

POW    SEND

ツインタップ（入出力）

0V

24V

G

D

緑

白

赤

黒

NAX-H4

ON-LINE

UNITS UNIT ADDRESS

MONITOR

SET DISPLAY

24V

0V
0V

24V

Ｇ
Ｄ

センドユニット
ＤＣ電源
(DC24V)

SD-H2(A)

PLCコネクタへ

AC

ER1 ER2 ER3 ER4 ER5 RUN

SEND SIZE

32 64 128 256

POWER

NAX-H4

NAX-H4

NAX-H4

NAX-H4

NAX-H4

NAX-H4

・アドレス番号はコントローラの
入出力点との対応をとるための
ものです。
・タップのアドレス設定スイッチ
で設定された番号はそのタップ
の先頭の入出力点のアドレスを
示し、その番号以降連続して各
点のアドレスを割り付けます。
・１点単位の設定ができます。
・入力用のスイッチＡはセカンド
ＩＤ設定、出力用のスイッチＡ
は伝送異常時の出力信号の状態
選択に使用します。

入力用

0

1

0

1

1
2
4
8
16
32
64
A(F/S)
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ON 右向き設定でＯＮです

1
2
4
8
16
32
64
A(H/R)

O
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出力用

ディップスイッチカバーを開きアドレス
設定スイッチを操作します。

電圧検知

（緑）
POWER

（黄）
SEND

21 4 8 16 32 64 A
 (F/S) 

21 4 8 16 32 64 A
 (H/R) 

入力用
アドレス設定スイッチ

出力用
アドレス設定スイッチ

アイソ
レーシ
ョン部

コントロールチップ

電源部

24V

D 0VG

24V

D 0VG

24V 0V

0

1

0

1

茶：24V

青：0V

黒：IN0

茶：24V

青：0V

黒：IN1

茶：24V

黒：OUT0

茶：24V

黒：OUT1

緑：24V

赤：D

白：0V

黒：G

緑：24V

赤：D

白：0V

黒：G

フ
ォ
ト
カ
プ
ラ

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

短絡検知

＜入力回路条件＞
耐電圧 : 30 V max.

24V～IN間電圧

＜入力回路条件＞

ユーザ

24V(茶)

IN(黒)

内

部

回

路

スイッチ,センサなど（２線式）

0V(青)

+24V
出力
0V

３線式センサ

フォトカプラ

入力電圧範囲

入力電流(ON)

　　　　(OFF)

　　　　

              (ON)

　　　　(OFF)

: 0～24 V

: 2.3mA min.

: 0.8mA max.

: 18 V min.

: 7.5 V max.

6.8K

1K

24V(茶)

IN(黒)

0V(青)フォトカプラ 6.8K

1K

負荷電流

: 30V

: 200mA max. 

: 1V max.

: 0.1mA max.

24V(茶)

OUT(黒)

耐電圧

ON電流

残留電圧

漏れ電流

短絡検知 

リレー、ソレノイドなど33V

L

誘導性負荷の場合
はサージキラーを
付けてください。

＜出力回路条件＞

＜出力回路条件＞
: 200mA max.

ツインタップ　NAX-H4

センサ接続上の注意
○センサの残電圧
　センサON時の残電圧が6V以下のものを選択し
てください。これをこえるとセンサ信号が正
常にとりこめません。
○センサの消費電力
　2線式のセンサでの消費電流をセンサターミナ
ルが十分供給できない場合があります。

　ON電流、OFF電流の範囲に注意してください。
○センサの動作方式
　静電容量検知タイプなどの高感度なセンサに
ついては、本システムのグランドとの接続の
方法で誤検知するおそれがありますので十分
な動作確認が必要です。

97/02/27 作成　斎藤
99/08/25 αE仕様　編集　MIKOU

04/11/4 ﾌ゙ﾗﾝﾄ゙名変更　OHBA
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●アドレス設定方法 ●セカンドID設定方法

アドレス
スイッチの設定

○印はON、無印はOFFの設定

0
1
2
3
4
5
：
50
51
52
：

125
126

 2

○
○

：
○
○

：

○

 1

○

○

○
：

○

：
○

 4

○
○
：

○
：
○
○

 8

：

：
○
○

16

：
○
○
○
：
○
○

32

：
○
○
○
：
○
○

64

：

：
○
○

ＩＤ番号の変化
ＩＤ＝アドレス
偶数アドレスのとき
ＩＤ＝アドレス＋１
奇数アドレスのとき
ＩＤ＝アドレス－１

OFF

ON

スイッチAの設定

注1) ID：断線位置検出のための識別番号

●異常時の出力選択
伝送異常時の出力信号

ホールド
  (直前の状態を保持)

リセット 
  (強制的にOFFとする)

OFF
(出荷時)

ON

スイッチAの設定

0V
24V

G
D

緑
白
赤
黒

0V
24V

G
D

分岐ユニット
HB-4

CONNECTION BOX

HB-4

伝送ラインの
Ｔ分岐に便利
な分岐ユニッ
トをおすすめ
します。


